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イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
化
、
バ
ー
チ
ャ
ル
モ
ー
ル
な
ど
の
電
子
商
取
引
ビ
ジ
ネ
ス
の
提

供
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
マ
ル
チ
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
決
済
ビ
ジ
ネ
ス
等
に
既
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
例
え
ば
楽
天
グ
ル
ー
プ
が
バ
ー
チ
ャ
ル
モ
ー
ル
を
展
開
、

傘
下
の
銀
行
を
活
用
し
て
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
を
提
供
し
、
ヤ
フ
ー
な
ど
非
金
融
事
業
者
も
積

極
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
等
の
動
き
が
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
ま
だ
限
定
的
で
あ
る

ほ
か
、
伝
統
的
銀
行
の
対
応
も
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
環
境
整
備
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
主
導
し
て
き
た
内
外
の
事
業
者
、
研
究
者
、
そ
し

て
メ
ガ
バ
ン
ク
の
幹
部
の
方
々
に
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
識
者
に
共
通
す
る
の
は
、
技
術

革
新
の
動
き
は
非
常
に
速
く
、
金
融
ビ
ジ
ネ
ス
は
大
変
革
時
代
に
入
っ
た
と
い
う
認
識
で

あ
る
。
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
広
げ
て
い
く
に
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
技
術
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
安
全
性
に
配
慮
す
る
こ
と
に
加
え
、
技
術
革
新
の
ス
ピ
ー

ド
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
規
制
体
系
が
必
要
と
な
り
そ
う
だ
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
、
多
様

な
担
い
手
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
競
争
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
金
融
業

の
概
念
を
大
き
く
変
え
、
わ
れ
わ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
便
利
に
変
え
る
可
能
性
を
秘

め
た
動
き
と
い
え
、
関
心
を
持
っ
て
今
後
を
見
守
り
た
い
。 

翁 百合 
Yuri Okina

　
「
今
後
の
わ
れ
わ
れ
の
ラ
イ
バ
ル
は
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
な
る
」
と
発
言

し
た
の
は
、
米
国
大
手
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
チ
ェ
ー
ス
銀
行
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
ダ
イ
モ
ン

氏
で
あ
る
（
２
０
１
４
年
５
月
）。
全
世
界
的
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
普

及
に
よ
る
モ
バ
イ
ル
ペ
イ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

個
人
間
資
金
仲
介
ビ
ジ
ネ
ス
（
Ｐ
to
Ｐ
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
）
な
ど
が
海
外
で
は

急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
新
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
グ
ー
グ
ル
、
ペ
イ
パ
ル
な
ど
、

数
多
く
の
新
た
な
担
い
手
が
参
入
し
て
新
サ
ー
ビ
ス
を
競
っ
て
お
り
、
伝
統

的
な
決
済
等
の
担
い
手
で
あ
っ
た
は
ず
の
銀
行
が
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
進
展

に
大
き
な
危
機
感
を
持
ち
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　

欧
米
で
は
銀
行
も
、
自
前
主
義
の
限
界
を
悟
り
、
Ｉ
Ｔ
企
業
へ
の
出
資
な
ど
オ
ー
プ
ン

金
融
大
変
革
、

Ｆ
ｉｎ
Ｔｅｃ
ｈ

翁 

百
合

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ 

理
事

企
画
に

当
た
っ
て

NIRA 理事。日本総合研究所副理事長。
京都大学博士（経済学）。専門は金融、財政等。
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識
者
に
問
う

「
わ
が
国
の

 

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
発
展
の
た
め
に
、

 

何
を
す
べ
き
か
」

　IT 技術の活用により、金融
サービスはドラスチックな変革
を迎えている。
　FinTech（フィンテック）は
われわれの生活や金融をどう変
えるのか。
　日本がフィンテックを発展さ
せていくための課題は何か。
　フィンテックによる金融サー
ビスの草分けとされる米ベンチ
ャー企業、近年金融に新規参入
した IT 企業、日本のメガバン
ク、日本銀行、金融法の学識者
に、考えを聞いた。
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Ⅰ　
わ
た
し
の
構
想「
金
融
大
変
革
、Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
」

を
高
め
て
い
る
。

　

日
本
は
詐
欺
や
不
正
へ
の
警
戒
心
が
強
い
。
そ
の
た
め
、
現
金
決
済
が
ま
だ
根
強
い
社

会
で
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
米
国
や
韓
国
よ
り
低
い
利
用
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
日
本
で
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
が
さ
ら
に
普
及
す
る
に
は
、
電
子
決
済
へ
の
信
頼
性
を

高
め
る
こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
。
ユ
ー
ザ
ー
が
快
適
に
信
頼
し
て
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
で
あ
る
。

　

電
子
決
済
へ
の
信
頼
性
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
業
界
に
は
今
後
3
～
5
年

に
、
過
去
20
～
30
年
で
起
き
た
以
上
の
変
化
が
あ
る
だ
ろ
う
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
史
上
で
最

大
の
変
化
を
、
モ
バ
イ
ル
機
器
が
け
ん
引
す
る
と
考
え
て
い
る
。
ペ
イ
パ
ル
の
提
供
す
る

決
済
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
モ
バ
イ
ル
の
割
合
は
こ
の
5
年
で
1
％
か
ら
30
％
に
ま
で
急
伸

し
た
。
世
界
で
72
億
台
の
端
末
が
使
わ
れ
て
い
る
モ
バ
イ
ル
機
器
は
、
す
で
に
人
々
の
生

活
や
仕
事
、
経
済
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
り
、
強
大
な
破
壊
者
と
な
っ

て
い
る
。「
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
」
や
「
Ａ
ｉ
ｒ
Ｂ
ｎ
Ｂ
」
な
ど
、
伝
統
的
な
業
界
を
脅
か
し
て
い

る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
す
べ
て
モ
バ
イ
ル
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
決
済
に
お
い
て

も
モ
バ
イ
ル
を
用
い
た
も
の
へ
と
移
行
し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
お
金
は
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
、
物
体
と
し
て
の
財
布
は
消
滅
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

 

オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
草
分
け

で
、
世
界
最
大
級
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

す
る
ペ
イ
パ
ル
の
日
本
総
括
リ
ー
ダ
ー
。

ペ
イ
パ
ル
は
２
０
１
５
年
７
月
に
ｅ
ベ

イ
と
分
社
、
さ
ら
な
る
成
長
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。A

ustralian G
raduate 

S
chool of M

anagem
ent 

経
営
学
修

士
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
エ
キ
ス
プ
レ
ス
社

に
10
年
以
上
在
籍
、
主
に
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
・
日
本
に
お
け
る
Ｂ
to
Ｂ
分
野

の
ヴ
ァ
イ
ス
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
を
務
め

た
。
そ
の
後
、
ペ
イ
パ
ル
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
の
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
サ
ー
ビ

ス
責
任
者
を
経
て
、
２
０
１
３
年
よ
り

現
職
。

エレナ・ワイズ 
Elena Wise

　

Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
（
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
）
の
先

駆
け
と
し
て
、
当
社
ペ
イ
ペ
ル
は
モ
バ
イ
ル
機

器
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
き
た
。
当
社
の
シ
ス
テ
ム
が
世

界
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
大
き
な
理
由
の
1
つ

は
、
信
頼
性
で
あ
る
。
顧
客
が
も
の
を
購
入
す

る
際
に
店
側
に
カ
ー
ド
情
報
を
渡
す
必
要
が
な

く
、
そ
こ
か
ら
の
情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
や
不

正
取
引
の
監
視
を
充
実
さ
せ
て
、
顧
客
の
信
頼

Jim Collins・Jerry I. Porras〔1994〕
Built to Last: 
Successful Habits of
Visionary Companies
Harper Business
ジム・コリンズ、ジェリー・ポラス〔1995〕

『ビジョナリー・カンパニー』
山岡洋一訳、日経 BP 社

識者が読者に
　　推薦する 冊

モ
バ
イ
ル
が
金
融
史
上

最
大
の
変
化
を
も
た
ら
す

エ
レ
ナ
・
ワ
イ
ズ

ペ
イ
パ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

カ
ン
ト
リ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

1
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Ⅰ　
わ
た
し
の
構
想「
金
融
大
変
革
、Ｆ
ｉ
ｎ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
」

　

決
済
の
仕
組
み
の
裏
側
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
見
え
に
く
い
。
例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
有
料
の
ア
プ
リ
を
購
入
す
る
場
面
で
、
そ
の
決
済
の
裏
側
の
仕
組
み
が
ど
う
な
っ
て

い
る
か
を
意
識
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
と
す
る
と
、
銀
行
や
カ
ー
ド
会
社
へ
の
信
頼

に
よ
り
担
保
さ
れ
て
い
た
「
安
全
・
安
心
」
は
、
今
後
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
「
テ
ッ
ク
」

の
部
分
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
す
れ
ば
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
を
強
化
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
例
え
ば
Ｉ
ｏ
Ｔ
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

す
る
こ
と
で
、
日
常
生
活
の
行
動
履
歴
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
ラ
イ

フ
ロ
グ
を
活
用
し
、
不
正
な
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
の
パ
タ
ー
ン
を
解
析
す
る
こ
と
に

よ
り
不
正
検
知
を
向
上
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

こ
の
技
術
は
不
正
検
知
だ
け
で
な
く
、
融
資
の
際
に
、
よ
り
早
く
て
簡
単
な
与
信
審
査

を
可
能
に
し
た
り
、
現
在
は
一
部
の
投
資
家
の
み
に
寄
り
添
っ
て
い
る
手
厚
い
「
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
」
と
類
似
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
の
人
に
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に

し
た
り
、
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
「
安
全
・
安
心
」
を
確
保
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
い
か
な
る
「
付
加
価
値
」
を
つ
け
る
か

が
こ
れ
か
ら
の
決
済
や
金
融
の
カ
ギ
だ
。

 

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
で
、
決
済
・
金
融
・

Ｉ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
を
行
う
部
門
を

率
い
る
。
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律

学
科
卒
。
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
株
式
会

社
入
社
、
法
務
部
に
勤
務
。
２
０
０
２

年
ヤ
フ
ー
株
式
会
社
に
移
り
、
法
務
本

部
長
、
社
長
室
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
政
策
企

画
本
部
長
等
を
経
て
、
２
０
１
５
年
よ

り
現
職
。
２
０
０
６
年
よ
り
、
日
本
銀

行
決
済
機
構
局
に
出
向
し
、
各
種
電
子

決
済
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
や
電
子
記
録
債

権
法
立
法
に
当
た
っ
て
の
対
応
業
務
に

従
事
。
現
在
、
金
融
庁
「
決
済
業
務
等

の
高
度
化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
」
委
員
。

古閑由佳 
Yuka Koga

　

決
済
サ
ー
ビ
ス
と
い
え
ば
、
以
前
は
主
に
銀

行
や
カ
ー
ド
会
社
が
行
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、

現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
当
社
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
「
ヤ
フ
オ
ク
！
」
で
も
、
出
品
者
と
落
札
者

が
直
接
、
お
互
い
の
個
人
情
報
を
や
り
と
り
す

る
こ
と
な
く
簡
単
に
カ
ー
ド
決
済
で
き
る
仕
組

み
が
あ
る
。ま
た
、Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

上
だ
け
で
な
く
、
他
の
サ
イ
ト
で
も
利
用
可
能

な
決
済
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。

Thomas H. Davenport〔2014〕
Big Data at Work: 
Dispelling the Myths,
Uncovering the Opportunities
Harvard Business School Publishing Corporation
トーマス・H・ダベンポート〔2014〕

『データ・アナリティクス 3.0』
小林啓倫訳、日経 BP 社

識者が読者に
　　推薦する 冊

技
術
に
よ
る
安
全
・安
心
と
、

さ
ら
な
る
付
加
価
値

古
閑
由
佳

ヤ
フ
ー
株
式
会
社

決
済
金
融
カ
ン
パ
ニ
ー

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
本
部
長

2
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シ
ス
テ
ム
は
、
自
前
の
「
特
注
品
」
で
あ
り
、
構
築
と
維
持
管
理
に
巨
額
の
コ
ス
ト
が
必

要
だ
っ
た
。
法
律
に
基
づ
い
て
業
界
共
通
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
安
全
で
安
定
し
て

稼
働
す
る
こ
と
が
最
重
要
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
分
、
情
報
化
社
会
が
到
来
し
て
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
も
、
そ
れ
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
面
が

あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
で
は
、
利
用
者
の
端
末
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
資
源

を
活
用
し
、
極
め
て
安
価
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
制
度
や
慣
行
に

と
ら
わ
れ
ず
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
試
す
こ
と
が
可
能

な
の
だ
。
そ
う
し
た
試
行
が
す
べ
て
成
功
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
な
か
か
ら
従
来

で
は
考
え
つ
か
な
か
っ
た
斬
新
な
技
術
革
新
が
生
ま
れ
、
広
く
普
及
し
、
大
き
な
変
化
が

起
こ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
国
の
経
済
を
支
え
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
と
安
定
性
は
維
持
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

む
し
ろ
伝
統
的
な
金
融
機
関
こ
そ
、
興
隆
す
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
実
態
を
危
機
感
を
も
っ

て
学
び
、
自
ら
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
両
者
が
協
力
し

合
い
な
が
ら
顧
客
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
。

 

金
融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
・
経
営
管
理

の
高
度
化
の
支
援
を
行
う
日
銀
金
融
高

度
化
セ
ン
タ
ー
の
長
。
利
便
性
・
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ス
ト
を
見
極
め
つ
つ
、

戦
略
的
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
将
来
の
金

融
像
を
探
る
。
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学

部
卒
。
日
本
銀
行
入
行
。
日
銀
金
融
研

究
所
で
金
融
分
野
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
技
術
の
研
究
に
従
事
。同
研
究
所
・

情
報
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
下
関
支

店
長
、
日
立
製
作
所
情
報
・
通
信
シ
ス

テ
ム
社
（
出
向
）
を
経
て
、
決
済
機
構

局
参
事
役
。
２
０
１
４
年
よ
り
現
職
。

下
関
支
店
長
時
代
の
著
書
に
『
ナ
ゾ
と

推
論　

長
州
、馬
関
発
』（
山
口
新
聞
社
、

２
０
１
１
年
）。

岩下直行 
Naoyuki Iwashita

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
は
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
よ
る
金
融
分
野
に
お
け
る
新
し
い
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
だ
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
Ｂ
to
Ｃ
の
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
、
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
と
伝
統
的

な
金
融
機
関
と
で
大
き
く
異
な
る
の
は
、
Ｉ
Ｔ

投
資
の
考
え
方
だ
。

　

こ
れ
ま
で
金
融
機
関
が
構
築
し
て
き
た
電
算

セ
ン
タ
ー
や
通
信
回
線
、
端
末
機
器
等
の
情
報

木下信行〔2015〕
『決済から金融を考える』
KINZAI バリュー叢書

識者が読者に
　　推薦する 冊

金
融
機
関
こ
そ

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
に
学
ん
で
挑
戦
を

岩
下
直
行

日
本
銀
行
金
融
機
構
局

金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー
長

3
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決
済
こ
そ
が
銀
行
業
務
の
本
丸
で
あ
る
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
主
戦
場
は
現
時
点
で
は
Ｂ
to

Ｃ
だ
が
、
こ
の
分
野
の
国
内
年
間
決
済
額
が
せ
い
ぜ
い
３
０
０
兆
円
で
あ
る
の
に
対
し
、

Ｂ
to
Ｂ
は
１
０
０
０
兆
円
規
模
に
も
及
ぶ
。
Ｂ
to
Ｂ
の
分
野
で
堅
牢
か
つ
利
便
性
の
高
い

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
か
な
い
と
、
世
界
で
の
競
争
に
勝
ち
目
は
な
い
。

　

わ
れ
わ
れ
の
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
安
全
性
を
高
め
る
と
共
に
、
よ
り
便
利

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
進
化
さ
せ
、
高
度
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
お
客
さ
ま
で
あ
る
企
業

に
提
供
す
る
こ
と
だ
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
に
よ
っ
て
、
銀
行
口
座
が
消
滅
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
そ
れ
に
、
利
便
性
だ
け
が
先
行
し
て
安
全
性
・
安
定
性
が
損
な
わ
れ
る
の
は

問
題
と
な
ろ
う
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
１
万
円
送
る
の
は
良
い
が
、
10
億
円
を
送
る
の
は

ち
ょ
っ
と
怖
い
と
い
う
の
が
現
実
だ
ろ
う
。

　

最
近
、
当
行
が
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
企
業
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
契

約
を
結
ん
だ
の
も
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
知
恵
を
借

り
、
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
か
ら
だ
。
新
技
術
を
駆
使
し
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
銀
行
の
リ
ソ
ー
ス
だ
け
で
は
生
ま
れ
な
い
。
最
先
端
の
金
融
技
術
の

目
利
き
力
を
高
め
て
、
い
ず
れ
企
業
内
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
形
で
事
業
化
し
て
い
く
の

が
理
想
だ
。

 

三
井
住
友
銀
行
で
、
決
済
ビ
ジ
ネ
ス
の

強
化
部
門
を
長
年
担
当
。
同
行
は
、
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。
京
都
大
学
法
学
部
卒
。
住

友
銀
行（
当
時
）入
行
。
三
井
住
友
銀
行

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
ド
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
営

業
部
長
、
投
資
銀
行
統
括
部
長
、
常
務

執
行
役
員
、
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
・
ビ

ジ
ネ
ス
本
部
担
当
役
員
、
専
務
執
行
役

員
等
を
経
て
、
２
０
１
５
年
４
月
よ
り

現
職
。
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
取
締
役
を
兼
務
。

太田 純 
Jun Ota

　

邦
銀
が
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
で
後
れ
を
と
っ
て
い

る
の
に
は
幾
つ
か
理
由
が
あ
る
。
１
つ
に
は
、

こ
れ
ま
で
銀
行
口
座
を
厳
格
に
管
理
し
、
堅け

ん

牢ろ
う

で
安
全
な
決
済
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

で
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を
担
っ
て
き
た
反
面
、
お

客
さ
ま
の
利
便
性
を
高
め
る
発
想
に
欠
け
て
い

た
た
め
だ
。
さ
ら
に
「
銀
行
法
」
で
業
務
が
限

定
さ
れ
、
新
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
し
に
く
い
環
境

だ
っ
た
こ
と
も
一
因
だ
。

　

こ
の
先
も
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
大
き
い
Ｂ
to
Ｂ

前野隆司（編著）〔2014〕
『システム×デザイン思考で
 世界を変える』
日経BP社

識者が読者に
　　推薦する 冊

本
丸
の
Ｂ
to
Ｂ
で

革
新
を
起
こ
す

太
田 

純

三
井
住
友
銀
行

取
締
役
兼
専
務
執
行
役
員

4
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る
。
例
え
ば
、
最
近
英
国
で
公
表
さ
れ
た
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
英
国
が
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発

展
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
、
そ
の
た
め
に
も
、
起
こ
り
う
る

リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、
政
府
・
企
業
・
研
究
者
が
協
力
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
も
産
官
学
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
や
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
た
協
議
・

協
力
の
場
を
設
け
る
べ
き
だ
ろ
う
。
あ
る
程
度
失
敗
を
恐
れ
ず
に
果
敢
に
挑
戦
す
る
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
金
融
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
あ
り
方
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
投
げ
か

け
る
。
実
務
家
や
学
者
が
力
を
合
わ
せ
て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
議
論
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
も
の
す
ご
い
速
さ
で
進
化
し
て
お
り
、
２
、３
年
も
た
て
ば

次
々
と
新
技
術
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

細
か
な
ル
ー
ル
を
作
る
よ
り
も
、
実
現
す
べ
き
結
果
を
プ
リ
ン
シ
プ
ル
・
ベ
ー
ス
で
押
さ

え
る
こ
と
が
適
当
だ
。
過
剰
な
規
制
を
避
け
る
一
方
、
守
る
べ
き
も
の
は
守
り
、
リ
ス
ク

に
応
じ
た
ル
ー
ル
や
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め
に
は
、
ル
ー
ル
の

形
成
に
携
わ
る
者
と
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
に
携
わ
る
者
と
の
対
話
が
従
来
以
上
に
親

密
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

 

金
融
法
分
野
で
の
私
法
と
公
法
の
調
和
、

国
際
取
引
法
の
体
系
化
等
の
研
究
に
従

事
。
大
学
教
育
で
は
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
に
よ
る
交
渉
力
向
上
の
取
組
を
実
践
。

専
門
は
国
際
取
引
法
、
金
融
法
、
交
渉

学
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
住
友

銀
行（
当
時
）入
行
。
法
務
部
で
国
際
法

務
等
を
担
当
。
東
京
大
学
大
学
院
法
学

政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
上
智

大
学
法
学
部
助
教
授
を
経
て
、２
０
０
７

年
よ
り
現
職
。
現
在
、
金
融
庁
「
決
済

業
務
等
の
高
度
化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
」
座
長
。
著
書
に
『
マ

テ
リ
ア
ル
ズ
国
際
取
引
法　

第
３
版
』

〔
共
著
〕（
有
斐
閣
、
２
０
１
４
年
）
ほ

か
。 森下哲朗 

Tetsuo Morishita

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
普
及
は
、
伝
統
的
な
銀
行

が
こ
れ
ま
で
占
め
て
き
た
地
位
を
変
容
さ
せ
る

可
能
性
が
あ
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
よ

っ
て
金
融
取
引
の
あ
り
方
が
変
革
し
う
る
分
野

は
決
済
に
と
ど
ま
ら
ず
、
融
資
、
運
用
、
証
券
、

ア
ド
バ
イ
ス
業
務
等
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ぶ
。

金
融
監
督
へ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
も
考
え

ら
れ
る
。

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
さ
に

鑑
み
、
各
国
で
積
極
的
な
取
組
が
な
さ
れ
て
い

岩原紳作〔2003〕
『電子決済と法』
有斐閣

識者が読者に
　　推薦する 冊

産
官
学
の
協
力
、

技
術
と
法
の
対
話
が
重
要

森
下
哲
朗

上
智
大
学
法
科
大
学
院

教
授

5
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

る
の
と
は
対
照
的
だ
。

　

さ
ら
に
、
事
業
者
が
銀
行
法
の
規
制
を
受
け
な
い
こ

と
も
特
徴
の
１
つ
だ
。
従
来
の
金
融
機
関
と
違
い
、
口

座
や
店
舗
を
も
た
ず
、
限
ら
れ
た
内
容
の
サ
ー
ビ
ス
を

専
門
に
提
供
す
る
。
こ
の
た
め
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は「
金

融
業
」
に
分
類
さ
れ
な
い
。

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
最
大
限

に
活
用
し
、
低
コ
ス
ト
で
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。
市
場
の
急
拡
大
を
背
景
に
、
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
企
業
へ
の
投
資
額
も
急
増
。
２
０
１
４
年
の

投
資
額
は
１
２
０
億
ド
ル
を
超
え
、
３
年
前
の
５
倍
以

上
に
伸
び
た
。
大
手
金
融
機
関
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
急

成
長
に
脅
威
を
感
じ
始
め
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
で
金
融
サ
ー
ビ
ス
や
生

活
が
ど
う
変
わ
る
か
、
海
外
・
日
本
の
取
組
、
普
及
へ

の
課
題
な
ど
を
考
え
る
。

 

フィンテックへの世界の投資額

出所：アクセンチュア
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「
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
に
、
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
。「
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
と
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」

を
掛
け
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
造
語
だ
。
金
融
と
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
の
融
合
に
よ
る
革
新
や
、
実
際
に
手
掛

け
る
事
業
者
を
意
味
す
る
。

　

ま
だ
耳
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
仕

事
や
生
活
に
深
く
関
わ
る
新
た
な
技
術
で
、
日
々
の
お

金
の
や
り
と
り
を
一
新
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
特

徴
や
、
従
来
の
金
融
機
関
が
手
掛
け
る
サ
ー
ビ
ス
と
の

違
い
は
、
ど
ん
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
大
き
な
特
徴
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
多
様

さ
だ
。
今
ま
で
金
融
と
無
縁
だ
っ
た
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー

や
他
業
種
の
企
業
が
参
入
し
て
い
る
。
参
入
企
業
の
規

模
は
大
手
か
ら
中
小
ま
で
幅
広
い
。

　

次
に
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
個
人
向
け
と
中
小
企
業
向

け
に
特
化
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
だ
。
既
存
金
融
機
関

が
個
人
か
ら
大
企
業
ま
で
幅
広
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

第 回

個
人
と

中
小
向
け

金
融
に
変
化

1
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

71
億
台
に
達
し
た
。
米
調
査
会
社
の
ガ
ー
ト
ナ
ー
に
よ

る
と
、
モ
バ
イ
ル
決
済
の
利
用
者
は
直
近
6
年
間
で

5
倍
に
増
え
て
い
る
と
見
込
ま
れ
る
。
急
速
な
市
場
拡

大
を
背
景
に
、
世
界
で
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
の
上
場
が

相
次
い
で
い
る
。

　

潜
在
的
な
市
場
も
大
き
い
。
世
界
に
は
、
銀
行
口
座

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
も
た
な
い
人
が
20
億
人
い
る
。

ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
低
所
得
国
で
は
、
モ
バ
イ
ル
決

済
の
専
用
口
座
の
み
の
保
有
者
が
増
え
て
い
る
。
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
企
業
は
、
こ
の
巨
大
市
場
も
サ
ー
ビ
ス
の
対

象
と
考
え
て
い
る
。

　

日
本
で
も
よ
う
や
く
、
2
0
1
5
年
に
メ
ガ
バ
ン
ク

が
相
次
い
で
社
内
に
専
門
部
署
を
立
ち
上
げ
、
地
銀
も

金
融
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
出
資
を
始
め
た
。
既
存
の

金
融
機
関
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
を
新
た
な
競
争
相
手

と
し
て
認
め
、
対
抗
策
を
講
じ
始
め
て
い
る
。

 

モバイル決済を利用する世界の人口

出所：ガートナー

　

な
ぜ
、
金
融
と
I
T
（
情
報
技
術
）
が
融
合
す
る

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
が
活
気
づ
い
て
い
る
の
か
。
背
景
は
、

厳
し
い
安
全
基
準
を
満
た
す
ク
ラ
ウ
ド
が
登
場
し
、
新

た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
提
供
し
や
す
く
な
っ
た

こ
と
だ
。

　

ク
ラ
ウ
ド
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
高
性
能
の

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
や
記
憶
装
置
を
貸
し
出
す
仕
組
み
だ
。

2
0
1
0
年
ご
ろ
か
ら
、
安
全
性
が
高
い
ク
ラ
ウ
ド
が

安
価
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

そ
れ
ま
で
金
融
と
は
無
縁
だ
っ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
、

ク
ラ
ウ
ド
を
使
っ
て
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
始
め
た
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
ま
ず
着
目
し
た
の
は
、
携
帯
電

話
と
い
っ
た
モ
バ
イ
ル
機
器
を
使
っ
て
電
子
商
取
引
の

決
済
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
だ
。
米
ス
ク
エ
ア
な
ど
、
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
で
小
口
の
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
る
企
業
が
相
次
い
だ
。

　

世
界
の
携
帯
電
話
の
契
約
台
数
は
2
0
1
4
年
に

第 回

安
全
な

ク
ラ
ウ
ド
が

後
押
し

2

0

1

2

3

4

2009 年2012 2015（暫定）

億人

0.7億人

2.1億人

3.8億人
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

の
約
４
割
は
、
こ
う
し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
占
め
る
。

　

次
に
大
き
な
収
益
源
は
融
資
だ
。
米
英
を
中
心
に
、

資
金
の
借
り
手
と
貸
し
手
を
ネ
ッ
ト
上
で
結
び
つ
け
る

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仲
介
役
と
な
る
企
業
が

増
え
て
い
る
。
米
レ
ン
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
融
資
額
は

現
状
で
１
３
０
０
億
ド
ル
に
上
る
。
資
金
の
出
し
手
の

大
半
が
個
人
で
、
１
件
当
た
り
の
融
資
額
は
小
さ
い
。

だ
が
従
来
の
銀
行
の
融
資
と
は
異
な
る
新
手
法
で
、
貸

し
手
と
借
り
手
の
仲
間
意
識
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
経
済

を
基
盤
と
す
る
。

　

個
人
が
各
金
融
機
関
に
持
つ
口
座
の
残
高
を
一
括
し

て
管
理
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
拡
大
。
日
本
の
マ
ネ
ー
フ
ォ

ワ
ー
ド
な
ど
が
手
掛
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
は
、
既
存
金
融

機
関
の
手
が
届
か
な
い
ニ
ッ
チ
の
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け

る
。

 

個人向けサービス事業からの収益内訳

注：「マッキンゼー・グローバル・バンキング・アニュアル・レビュー」を基に筆者作成

決済
40

融資
23

資産運用
21

16

％

口座管理

　

金
融
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
が
融
合
し
た
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
で
は
、
企
業
の
多
く
が
店
舗
を
持
た
な
い
。
Ｉ
Ｔ

を
生
か
し
た
個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
に
強
み
を
持
つ
。

　

米
ペ
イ
パ
ル
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
店
舗
や
個
人
か
ら
買

い
物
す
る
際
、
カ
ー
ド
番
号
や
口
座
番
号
を
相
手
に
通

知
せ
ず
に
決
済
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
安
心
感
と

気
軽
さ
が
支
持
さ
れ
、
現
在
、
利
用
者
は
２
億
人
を
超

え
る
。
カ
リ
ス
マ
起
業
家
と
い
わ
れ
る
ピ
ー
タ
ー
・
テ

ィ
ー
ル
氏
は
携
帯
電
話
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
機
器
の
普
及

前
か
ら
ペ
イ
パ
ル
の
事
業
を
始
め
て
い
た
。

　

中
国
の
ア
リ
ペ
イ
は
、
ア
リ
バ
バ
集
団
が
設
立
し
た

企
業
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
８
億
人
に
上
る
。
顧
客

の
代
金
を
一
時
預
か
り
、
商
品
到
着
を
顧
客
が
確
認
し

た
後
に
決
済
す
る
。
確
実
に
配
送
さ
れ
て
か
ら
決
済
す

る
こ
と
を
Ｉ
Ｔ
で
実
現
し
、
配
送
事
情
が
よ
く
な
い
中

国
で
の
電
子
商
取
引
拡
大
に
貢
献
し
た
。

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
収
益

第 回

電
子
決
済
と

融
資
が

収
益
源

3
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

に
も
な
ら
な
か
っ
た
若
年
層
や
低
所
得
層
、
海
外
か
ら

の
旅
行
者
な
ど
に
も
、
適
正
な
金
利
で
融
資
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

自
動
車
保
険
会
社
の
米
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
は
、
車
に

専
用
端
末
を
搭
載
し
、
速
度
や
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
回
数

な
ど
の
運
転
の
特
徴
を
把
握
。
最
適
な
自
動
車
保
険
を

提
供
し
て
い
る
。
運
転
者
の
リ
ス
ク
を
細
分
化
し
て
把

握
す
る
こ
と
で
、
安
全
運
転
す
る
人
に
は
低
価
格
で
保

険
を
販
売
可
能
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
共
通
点
は
、
収
集
し
た
膨
大

な
情
報
を
も
と
に
、
顧
客
の
行
動
を
統
計
的
に
予
測
す

る
こ
と
だ
。
そ
の
結
果
、
既
存
銀
行
の
顧
客
と
な
ら
な

い
人
に
も
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
能
性
を
広
げ
、
個

人
の
特
性
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
が
利
便
性
の
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、
金
融
市
場

を
再
編
す
る
金
融
革
命
と
よ
ば
れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

 

顧客情報から生まれる新サービス

人工知能による行動予測

ビッグデータの収集（IoTや SNSから）

1人ひとりに合ったサービス

　

金
融
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
が
融
合
す
る
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
の
事
業
を
手
掛
け
る
企
業
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
書
き

込
み
や
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
履
歴
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ノ
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
よ
っ
て
情
報
を

収
集
し
て
分
析
。
個
人
の
行
動
や
好
み
と
い
っ
た
特
性

を
統
計
的
に
把
握
し
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
つ
な
げ

る
。

　

ド
イ
ツ
の
ク
レ
デ
ィ
テ
ッ
ク
は
、
利
用
者
の
銀
行
口

座
の
明
細
や
、
個
人
が
ネ
ッ
ト
で
発
信
す
る
情
報
か
ら
、

人
物
像
を
瞬
時
に
分
析
。
融
資
の
審
査
に
活
用
し
て
い

る
。

　

年
収
や
カ
ー
ド
利
用
実
績
な
ど
を
も
と
に
し
た
従
来

の
審
査
が
数
日
か
か
る
の
に
対
し
、
同
社
の
審
査
は
最

短
35
秒
で
終
了
す
る
。
さ
ら
に
融
資
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
利
用
の
経
験
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
は
審
査
の
対
象

第 回

膨
大
な

顧
客
情
報
、

瞬
時
に
分
析

4
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

グ
と
同
じ
だ
。
今
後
決
済
金
額
が
増
え
れ
ば
、
被
害
が

大
き
く
な
る
危
険
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

技
術
が
悪
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ

る
。
例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
上
で
流
通
す
る
仮
想
通
貨
は
、

利
便
性
が
高
い
決
済
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
半
面
、

口
座
の
匿
名
性
が
高
く
、
犯
罪
に
利
用
さ
れ
や
す
い
。

米
国
で
は
２
０
１
３
年
、
仮
想
通
貨
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
で

不
法
薬
物
や
銃
な
ど
を
取
引
す
る
サ
イ
ト
「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
」
が
摘
発
さ
れ
た
。
日
本
で
も
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の

取
引
所
マ
ウ
ン
ト
ゴ
ッ
ク
ス
で
通
貨
が
大
量
消
失
し
た

事
件
で
、
２
０
１
５
年
に
同
社
社
長
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
事
件
を
機
に
、
各
国
の
政
策
当
局
は
仮
想

通
貨
を
監
督
下
に
置
く
検
討
を
始
め
る
な
ど
、
対
応
に

乗
り
出
し
た
。
国
際
機
関
が
「
次
の
金
融
危
機
は
サ
イ

バ
ー
空
間
か
ら
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
す
動
き
も
あ
る
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
の
対
策
が
問

わ
れ
る
。�

世界でサイバー犯罪の被害に遭った企業の割合

注：PwC調べ
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その他の業界金融業界

％

17％

39％

　

金
融
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
が
融
合
す
る
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
は
、
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
す
と
期
待
さ
れ
る
。

一
方
で
、
犯
罪
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
悪
用
さ
れ

る
リ
ス
ク
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

実
際
、
金
融
機
関
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

取
引
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
標
的
に
な
り
や
す
い
。
Ｐ

ｗ
Ｃ
の
調
査
に
よ
る
と
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭

っ
た
金
融
機
関
の
割
合
は
、
他
の
業
界
平
均
と
比
べ
て

格
段
に
高
い
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う

か
。

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
１
回
当
た
り
の

取
引
が
少
額
だ
。
仮
に
被
害
に
遭
っ
て
も
損
害
が
補
償

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
社
会
問
題
化
し
に
く
い
と
言
わ

れ
る
。

　

だ
が
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
パ
ス
ワ
ー
ド
の
抜
き
取
り
や
、

ハ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
る
不
正
送
金
と
い
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
脅
威
が
あ
る
と
い
う
点
で
は
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

第 回

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

懸
念
は

5
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

を
提
供
。
こ
の
技
術
を
送
金
に
も
応
用
す
れ
ば
、
膨
大

な
活
動
記
録
か
ら
送
金
の
利
用
パ
タ
ー
ン
を
解
析
し
不

正
利
用
の
防
止
に
役
立
て
ら
れ
る
。

　

一
方
、
利
用
す
る
個
人
や
中
小
企
業
の
安
全
に
対
す

る
意
識
は
低
い
。
日
本
の
警
察
庁
の
調
査
で
は
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
認
識
は
企
業
規
模
が
小
さ

い
ほ
ど
希
薄
だ
。
従
業
員
数
が
５
０
０
人
以
下
の
中
小

企
業
で
は
教
育
を
実
施
し
て
い
な
い
企
業
が
50
％
弱
に

上
る
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
側
が
対
策
を
と
っ
て
も
、
使
う

側
の
備
え
が
な
け
れ
ば
リ
ス
ク
は
大
き
い
。

　

た
と
え
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
が
被
害
額
を
全
額
補
償

し
た
と
し
て
も
、
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
利

用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
上
で
の
基
本
的
知
識
や

素
養
で
あ
る
「
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
高
め
る
こ
と
が
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
発
展
の
カ
ギ
と
も
言
え
る
。

 

情報セキュリティー教育を実施していない企業の割合（2014 年）

出所：警察庁
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金
融
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
が
融
合
す
る
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
の
事
業
を
手
掛
け
る
企
業
は
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ

の
対
応
策
を
強
化
し
て
い
る
。
し
か
し
利
用
者
で
あ
る

個
人
や
中
小
企
業
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
対
す
る
意
識

が
ま
だ
低
く
、
効
果
的
な
対
策
が
難
し
い
の
が
現
状
だ
。

　

米
ア
ッ
プ
ル
の
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
ア
ッ
プ

ル
ペ
イ
」
は
指
紋
認
証
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
で
狙
わ
れ
る
認
証
手
段
の
パ
ス
ワ
ー
ド

を
別
の
方
法
に
変
え
る
狙
い
だ
。
指
紋
以
外
に
も
、
声

や
顔
な
ど
複
数
の
生
体
認
証
を
組
み
合
わ
せ
て
本
人
を

確
認
す
る
「
多
要
素
認
証
」
が
、
欧
米
で
主
流
に
な
り

つ
つ
あ
る
。

　

利
用
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
買
い
物
す
る
と
い
っ

た
電
子
的
な
活
動
記
録
を
不
正
検
知
に
活
用
す
る
試
み

も
あ
る
。
米
ビ
ル
ガ
ー
ド
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
使

用
日
時
や
金
額
な
ど
の
利
用
履
歴
デ
ー
タ
を
元
に
、
不

審
な
決
済
が
行
わ
れ
た
ら
顧
客
へ
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス

第 回

利
用
者
側
の

安
全
意
識
低
く

6
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

域
銀
行
の
大
手
ウ
ェ
ル
ズ
・
フ
ァ
ー
ゴ
は
、
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
向
け
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
創

設
し
、
投
資
に
よ
っ
て
新
技
術
を
取
り
込
も
う
と
し
て

い
る
。
日
本
で
も
大
手
銀
行
が
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に

人
材
を
派
遣
す
る
動
き
が
相
次
い
で
い
る
。

　

背
景
に
は
、
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
膨

大
な
数
の
利
用
者
と
つ
な
が
る
Ｉ
Ｔ
企
業
が
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
に
乗
り
出
し
た
事
情
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
サ
イ
ト

利
用
者
は
、
１
つ
の
銀
行
に
比
べ
桁
違
い
に
多
い
。
サ

イ
ト
か
ら
送
金
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
銀
行
よ
り
便

利
な
窓
口
が
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

顧
客
と
の
関
係
を
強
み
と
す
る
銀
行
に
と
っ
て
、
顧

客
と
の
接
点
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
存
立
基
盤
を
揺
る
が

し
か
ね
な
い
深
刻
な
事
態
だ
。
既
存
銀
行
が
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
を
ど
う
生
か
せ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

 

フィンテック企業と既存銀行の強み

フィンテック企業

金融再編の波を乗り越えられる

●利便性
●機動力
●ネットユーザー

既存銀行
●安全性
●信頼
●顧客との長期の
　関係

　

金
融
業
界
は
Ｉ
Ｔ
企
業
を
巻
き
込
ん
だ
大
き
な
変
革

を
迎
え
て
い
る
。
既
存
の
金
融
機
関
は
、
金
融
と
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
が
融
合
す
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
取
り
込

ん
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

既
存
の
金
融
機
関
、
中
で
も
銀
行
の
強
み
は
、
預
金

や
決
済
の
独
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
安
全
で
安

心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と
だ
。
法
人
向

け
大
口
取
引
を
は
じ
め
、
顧
客
と
の
長
期
的
な
関
係
を

重
視
し
て
信
頼
を
築
い
て
き
た
。

　

一
方
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
の
強
み
は
、
革
新
的
な

技
術
に
よ
っ
て
消
費
者
向
け
の
小
口
決
済
サ
ー
ビ
ス
を

低
価
格
で
提
供
で
き
る
こ
と
だ
。
強
み
を
生
か
し
て
融

資
や
法
人
部
門
に
も
事
業
展
開
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

既
存
銀
行
に
は
脅
威
と
映
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
既
存
銀
行
は
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
と
競
合
す

る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
手
を
携
え
て
利
便
性
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
模
索
し
て
い
る
。
米
地

第 回

銀
行
、

新
技
術
活
用
を

模
索

7
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

務
保
証
を
行
っ
て
い
る
。
政
府
は
２
０
１
５
年
、
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
明
確
な
方
針
を
打
ち

出
し
た
。
税
制
優
遇
や
助
成
金
な
ど
で
起
業
家
を
支
え

る
。

　

ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
の
調
査
で
は
、
米
国
で
の
フ
ィ
ン

テ
ッ
ク
企
業
へ
の
投
資
は
世
界
の
中
で
も
段
違
い
に
多

い
。
次
い
で
英
国
の
投
資
額
の
多
さ
が
目
立
つ
。

　

米
英
の
共
通
点
は
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
と
既
存
の

金
融
機
関
の
双
方
の
強
み
を
掛
け
合
わ
せ
る
環
境
を
整

備
し
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

企
業
が
金
融
機
関
の
人
的
・
資
金
的
な
後
押
し
を
受
け

て
事
業
展
開
す
る
機
会
は
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

金
融
機
関
側
も
新
興
の
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
の
強
み
を

取
り
入
れ
て
生
き
残
り
を
図
っ
て
い
る
。

　

米
英
と
比
べ
る
と
日
本
の
取
組
は
周
回
遅
れ
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

 

フィンテック企業に対する投資額（2014 年）

出所：アクセンチュア
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4

8

6

英国 日本中国 ……

……

米国

億ドル
96億 1800万ドル

10位

　

金
融
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
が
融
合
し
た
新
技
術
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
に
、
官
民
を
挙
げ
て
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
米
国
と
英
国
だ
。

　

米
国
は
１
９
９
９
年
に
成
立
し
た
グ
ラ
ム
・
リ
ー
チ
・

ブ
ラ
イ
リ
ー
法
を
規
制
の
基
本
と
し
て
、
情
勢
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。
健
全
な
銀
行
が
金
融
持
ち

株
会
社
を
設
置
す
る
こ
と
が
同
法
で
認
め
ら
れ
、
金
融

グ
ル
ー
プ
が
傘
下
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
業
務
分
野

が
拡
大
し
た
。
金
融
業
と
関
連
性
が
あ
り
そ
う
な
事
業

は
、
買
収
や
出
資
の
個
別
申
請
が
許
可
さ
れ
た
。
そ
の

他
の
銀
行
も
、
傘
下
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
通

じ
て
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
に
積
極
的
な
投
資
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

　

英
国
政
府
は
大
手
金
融
機
関
に
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
事
業

の
育
成
を
促
し
て
い
る
。
大
手
金
融
機
関
は
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
の
業
界
団
体
を
立
ち
上
げ
、
中
小
企
業
支
援
に
特

化
し
た
政
策
銀
行
を
設
立
。
資
金
調
達
先
の
紹
介
や
債

第 回

米
英
、

政
策
的
に

後
押
し

8
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

店
街
を
持
つ
Ｉ
Ｔ
企
業
が
決
済
事
業
に
参
入
す
る
半
面
、

決
済
を
業
務
と
す
る
銀
行
は
仮
想
商
店
街
を
運
営
で
き

な
い
と
い
う
不
平
等
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　

現
行
の
規
制
が
抱
え
る
矛
盾
を
是
正
す
る
た
め
、
金

融
庁
は
法
改
正
を
目
指
し
て
議
論
し
て
い
る
。
ま
ず
、

欧
州
の
よ
う
に
業
種
横
断
的
な
枠
組
み
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
る
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
域
内
の
決
済
サ
ー
ビ

ス
市
場
統
合
を
目
指
し
２
０
０
７
年
に
成
立
し
た
「
Ｅ

Ｕ
決
済
サ
ー
ビ
ス
指
令
」
を
参
考
に
、
各
業
態
共
通
の

規
制
を
導
入
す
る
可
能
性
を
探
る
。
ま
た
米
国
の
持
ち

株
会
社
制
度
を
参
考
に
、
銀
行
の
業
務
範
囲
に
つ
い
て
、

銀
行
業
と
の
関
連
性
の
有
無
を
個
別
に
判
断
す
る
な
ど

柔
軟
な
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

　

技
術
革
新
の
勢
い
は
早
い
。
規
制
を
状
況
に
合
う
よ

う
見
直
す
こ
と
が
課
題
だ
。

 

日本と欧米の規制の違い

日本

決済業務

欧米

各業態の
個別の法律

業態をまたぐ
共通の規制（EU）

銀行の
業務範囲

限定列挙された
事業以外禁止

子会社の業務は
個別に認可（米）

　

金
融
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
が
融
合
す
る
新
技
術
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
で
、
日
本
は
欧
米
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
。

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
と
従
来
の
金
融
機
関
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
相
乗
的
に
生
か
し
て
革
新
を
生
み
出
す
環
境
が

整
っ
て
い
な
い
た
め
だ
。

　

大
き
な
壁
は
、
決
済
業
務
の
規
制
方
法
と
、
銀
行
法

に
よ
る
業
務
範
囲
規
制
だ
。
同
じ
決
済
サ
ー
ビ
ス
で
も

事
業
者
が
銀
行
か
、
電
子
マ
ネ
ー
事
業
者
か
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
に
よ
っ
て
、
適
用
さ
れ
る
法
律
が

異
な
る
。
銀
行
は
銀
行
法
、
電
子
マ
ネ
ー
事
業
者
は
一

般
に
資
金
決
済
法
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
は
割
賦

販
売
法
で
規
制
さ
れ
る
。
縦
割
り
の
規
制
が
、
業
種
を

ま
た
ぐ
自
由
な
競
争
を
阻
害
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
銀
行
法
に
よ
っ
て
日
本
の
銀
行
は
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
企
業
に
投
資
し
た
り
子
会
社
化
し
た
り
す
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
限
定
列
挙
し
た
事
業
以
外
は

傘
下
に
納
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
楽
天
な
ど
仮
想
商

第 回

縦
割
り
規
制
の

見
直
し
を

9
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Ⅱ
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
知
る

テ
ッ
ク
企
業
は
、
銀
行
の
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
て
い
な

い
発
展
途
上
国
に
進
出
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
な
ど
、
今
後
伸
び
る
で
あ
ろ
う
潜
在
的
な
市
場
の
大

き
さ
を
見
据
え
、
国
際
的
に
事
業
戦
略
を
練
っ
て
い
る
。

日
本
の
国
内
市
場
と
い
う
狭
い
視
野
で
生
ま
れ
た
サ
ー

ビ
ス
は
広
が
り
が
な
く
、
世
界
で
は
埋
も
れ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
事
業
で
失
敗
し
て
も
再
挑
戦
が
可
能
な
環

境
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
だ
。
米
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で

も
、
成
功
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
１
割
に
満
た
な
い

と
言
わ
れ
る
。
日
本
で
は
再
挑
戦
が
難
し
い
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
、
新
分
野
で
の
起
業
意
欲
に
影
響
す
る
恐

れ
が
あ
る
。

　

３
つ
の
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

し
か
し
欧
米
と
肩
を
並
べ
て
競
争
す
る
上
で
、
避
け
て

通
れ
な
い
道
だ
。

 

日本のフィンテックの課題

金融と ITに精通し横断的な
事業可能性を見つける

発展途上国の市場可能性を
見極める

失敗しても再挑戦可能に

人材育成

視野を広げる

起業しやすい
環境作り

　

金
融
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
が
融
合
す
る
フ
ィ
ン
テ

ッ
ク
。
日
本
が
こ
の
分
野
で
国
際
競
争
す
る
た
め
に
、

克
服
す
べ
き
課
題
が
あ
る
。

　

日
本
の
金
融
は
、
世
界
的
に
み
て
技
術
力
が
優
れ
て

お
り
、
安
全
に
対
す
る
意
識
も
高
い
。
既
存
の
金
融
機

関
が
積
み
上
げ
て
き
た
特
徴
だ
。
こ
う
し
た
強
み
と
新

技
術
で
あ
る
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
を
、
相
乗
的
に
生
か
す
べ

き
だ
。

　

ま
ず
必
要
な
の
は
人
材
の
育
成
だ
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

と
既
存
の
金
融
を
横
断
的
に
と
ら
え
、
新
た
な
事
業
可

能
性
を
見
つ
け
ら
れ
る
人
材
が
、
残
念
な
が
ら
不
足
し

て
い
る
。
例
え
ば
日
本
で
は
、
金
融
業
か
ら
独
立
し
て

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
を
立
ち
上
げ
る
人
が
、
米
国
に
比

べ
少
な
い
。
Ｉ
Ｔ
と
金
融
の
知
識
に
精
通
し
、
か
つ
事

業
に
つ
な
げ
る
セ
ン
ス
を
持
つ
人
材
が
足
り
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。

　

国
際
戦
略
も
見
直
す
べ
き
だ
。
米
国
な
ど
の
フ
ィ
ン

第 回

人
材
育
成
や

国
際
戦
略

課
題
に

10
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